
「在宅医療・介護連携推進における
八代地域の取組みについて」

第6回九州厚生局地域包括ケア市町村セミナー（H29.12.15）

八代地域在宅医療・介護連携支援センター

オールやつしろ
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１．八代地域の概要について



熊本県市町村位置図

八代市・氷川町

【八代市】

平成１７年８月１日、旧八代市と旧八代郡内の
千丁町・鏡町・坂本村・東陽村・泉村の１市２町
３村が合併し誕生

【氷川町】

平成１７年１０月１日、竜北町と宮原町が合併
し誕生

【八代市医師会】 旧八代市を管轄

【八代郡医師会】 旧八代郡と氷川町を管轄



八代地域の概要①

八代市 氷川町 備考

面 積 約681k㎡ 約33k㎡ Ｈ27.10.1現在

総人口 126,758人 11,866人

H28.10.1現在

65歳以上人口 41,095人 4,282人

うち75歳以上人口 22,260人 2,370人

高齢化率（65歳以上） 32.4％ 36.1％

要支援・要介護認定者数
（第1号被保険者）

8,166人 814人

Ｈ28.9月末現在

認定率 19.8％ 19.1％

介護保険料基準月額
（第1号被保険者）

5,800円 5,500円 第6期（H27～29）

「面積」：国土交通省国土地理院「Ｈ27年度全国都道府県市区町村別面積調」による

「総人口」以下は、熊本県健康福祉部長寿社会局「高齢者関係資料数～Ｈ29年3月～」より抜粋



八代市 氷川町 備考

医
療
施
設
数

病院 13

Ｈ28..4.1現在

診療所 133

（うち有床診） （34）

歯科診療所 75

病床数 2,321

地域包括支援センター ６ １ Ｈ29.4.1現在

介護老人福祉施設
（地域密着型介護老人福祉施設）

11
（3）

3
（1）

Ｈ29.2.1現在

介護老人保健施設 8 1

介護療養型医療施設 4 0

グループホーム 17 3

有料老人ホーム 59 3

「医療施設数・病床数」：「熊本県医療構想～Ｈ29.3月～」による

「介護老人福祉施設」以下は、熊本県健康福祉部長寿社会局「高齢者関係資料数～Ｈ29年3月～」より抜粋

八代地域の概要②
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について

３．八代地域の在宅医療・介護連携推進事業取組
み状況について

４．結びに…

２．八代地域の医療･介護連携への取組みの経緯
について



八代地域の医療・介護連携への取組の経緯

時 期 内 容 備 考

Ｈ２５年８月～
八代地域在宅医療連携体制検討会議
（通称：地域会議）

事務局：県八代保健所

Ｈ２５年８月
～２７年１１月

八代地域在宅医療等推進検討委員会
（通称：五者会議）

事務局：八代市医師会

Ｈ２５年１２月
～２８年３月

在宅医療拠点事業
実施主体：八代市医師会

八代郡医師会

Ｈ２６年８月
～２８年３月

在宅医療介護連携推進モデル事業 実施主体：八代市

Ｈ２７年４月
～２９年３月

在宅医療介護連携室設置
（八代市健康福祉政策課内）

Ｈ２７年１１月
～２９年３月

八代地域在宅医療介護支援プロジェクト会議
（通称：４者プロジェクト会議）

事務局：八代市在宅医療
介護連携室

Ｈ２８年10月
「在宅医療と介護の連携に関する協定書」
締結式

Ｈ２９年４月～ 八代地域在宅医療・介護連携支援センター

設置（八代市健康福祉政策課内）



八代地域の医療・介護連携推進に向けた体制づくり

地域会議

五者会議

４者プロジェクト
会議

在宅医療介護
連携室設置

Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度

Ｈ２５年８月～

Ｈ２５年８月～２７年１１月

Ｈ２７年４月～２９年３月

Ｈ２７年１１月～２９年３月

Ｈ２９年４月～

〈会議体〉

八代地域在宅医
療・介護連携支援
センター設置

〈組織名〉

Ｈ３０年度
以降



八代地域在宅医療連携体制検討会議
（代表者）

急性期
病院

訪問
ＳＴ

ケアマネ

看護
協会

施設

地域
包括

三師会

行政
民生
委員

その他

●課題抽出 ●共通理解 ●方策の検討

通称：『地域会議』

広域
消防

栄養士
保健師

社協

リハ
ビリ

○平成２５年８月発足 ○事務局：八代保健所
○年２回開催 ○２５団体で構成（現在：２７団体）

「八代地域在宅医療連携体制検討会議」



八代地域在宅医療等推進検討委員会
（実務者）

医師会
八代市・郡

保健所

市町
八代市・氷川町

通称：『五者会議』

○平成２５年８月発足 ○事務局：八代市医師会
○隔月ペースで開催

＊地域会議への議題の事前協議
＊講演会・研修会の企画・実施
＊先進地視察研修

「八代地域在宅医療等検討委員会」



八代市

・政策調整審議員
・健康福祉政策課長
・長寿支援課長

氷川町

・健康福祉課長

八代保健所

・総務企画課長
・保健予防課長

八代市医師会

・副会長
・理 事
・事務局長

八代郡医師会

・副会長
・理 事
・事務長

八代市

・健康福祉政策課
・長寿支援課
のスタッフ

八代市医師会

・事務局

氷川町

・健康福祉課
のスタッフ

八代郡医師会

・医師会立病
院事務局

八代保健所

・八代保健所
のスタッフ

オブザーバー
（必要に応じて参加）
・健康推進課
・市立病院事務局

〈五者会議〉

※五者会議への議題の事前協議
・講演会、多職種研修会、先進地視察研修の企画案などの事務的な調整を行う。

「五者会議」の構成

〈五者会議WG〉



■在宅医療連携拠点事業
（八代市医師会）

〈H25.12月～Ｈ28.3月〉

■在宅医療介護連携推進
モデル事業（八代市）
〈H26.8月～Ｈ28.3月〉

４者の合議体
の設置

●在宅医療・介護
連携推進事業の推
進

●在宅医療・介護
連携支援センター
の設置検討

等

４者の合議により展開

地域会議
（関係２７団体代表者）

4者プロジェクト
会議

〈H27.11月～29.3月〉

〈H２５.８月～〉

「五者会議」から「４者プロジェクト会議」へ

〈H25.8月～27.11月〉

■在宅医療連携拠点事業
（八代郡医師会）

〈H25.12月～Ｈ28.3月〉



「４者プロジェクト会議」の構成

八代市 氷川町 八代市医師会 八代郡医師会

プロジェクト会議
（４者トップ会議）

市長（副市長）

健康福祉部長

（次長）

町長（副町長）

健康福祉課長

会長

副会長

会長

副会長

幹事会
（４者幹事会）

政策調整審議員

健康福祉政策課長

長寿支援課長

健康福祉課長
担当理事

事務局長

担当理事

病院事務長

作業部会
（４者ＷＧ）

関係職員

（課長補佐以下）

関係職員

（課長補佐以下）

事務局長

事務局職員等

病院事務長

事務局職員等

【事務局】八代市・氷川町の合同事務局とし、八代市在宅医療介護連携室に置く。

＜事務局長＞八代市健康福祉政策課長 ＜事務局次長＞氷川町健康福祉課課長補佐



中村
八代市長

藤本
氷川町長

田渕
市医師会長

保田
郡医師会長

木脇
八代保健所長

2016.10.22



（目的）
第１条 本協定は、４者がそれぞれの有する機能を活かし、相互に連携・協力することにより、高齢者が住
み慣れた地域で人生の最期まで自分らしく安心して暮らすことができるよう、医療と介護の連携による一体
的な提供のための体制の構築を推進することを目的とする。

（連携事項）
第２条 ４者は、前条の目的を達成するため、次の事項について連携・協力して取り組むものとする。
（１）地域の医療・介護の資源の把握
（２）在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討
（３）切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築推進
（４）医療・介護関係者の情報共有の支援
（５）在宅医療・介護連携に関する相談支援
（６）医療・介護関係者の研修
（７）地域住民への普及啓発
（８）在宅医療・介護連携に関する関係市区町村の連携
（９）その他在宅医療・地域包括ケアシステムの推進に必要な事項

２ 八代地域の医療圏域内における前項の取組（以下「在宅医療・介護連携推進事業」という。）を円滑に
推進するため、八代市に八代地域在宅医療・介護連携支援センター（以下「支援センター」という。）を置
き、４者の人員を従事させる。

３ 支援センターが行う業務は、次のとおりとする。
（１）在宅医療・介護連携推進事業の企画及び実施
（２）医療・介護の資源の情報管理
（３）支援センターを補助する組織の統括及び支援
（４）その他在宅医療・介護連携推進事業に関し必要な事項

「在宅医療と介護の連携に関する協定書」（抜粋）



「４者プロジェクト会議」から「八代地域在宅医療・介護連携支援センター」へ

（Ｈ27.11月～）

・４者トップ会議
（１回開催）

・４者幹事会
（１１回開催）

・４者ＷＧ
（２１回開催）

◎Ｈ28.10月
「在宅医療と介護の連携
に関する協定書」締結

４者プロジェクト
会議

【設置時期】平成２９年４月

【人員体制】６名体制
○市職員３名
○氷川町からの出向職員１名
○市・郡医師会からの出向職員
各１名

【設置場所】
八代市健康福祉政策課内

【業務内容】
●在宅医療・介護連携推進事業
の企画・実施

●医療・介護資源の情報管理
●支援センターを補助する組織
の統括・支援 等

「八代地域在宅医療・介護

連携支援センター」



１．八代地域の概要について

２．八代地域の医療・介護連携への取組みの経緯
について

３．八代地域の在宅医療・介護連携推進事業取組
み状況について

４．結びに…

３．八代地域の在宅医療･介護連携推進事業取組
み状況について



在宅医療・介護連携推進事業

介護保険の地域支援事業
平成２８年度～

八代地域の在宅医療・介護連携推進事業の取組み

■在宅医療連携拠点事業 （市医師会）

○多職種連携研修会 ○専門職研修会
○専門職向け講演会 ○先進地視察研修
○市民フォーラム など

■在宅医療連携拠点事業 （郡医師会）

○多職種連携研修会 ○地域住民セミナー
○市民フォーラム ○先進地視察研修 など

■在宅医療介護連携
モデル事業

（八代市）
○ケアマネ研修会 ○意見交換会
○資源調査 ○市民意識調査
○住民向け広報 など

五者会議
保健所

市医師会・郡医師会
八代市・氷川町

４者プロジェクト
市医師会・郡医師会
八代市・氷川町

在宅医療・介護連携支援センター

市医師会・郡医師会・八代市・氷川町

H25.8 H27.11                         H29.4

H25.12 H26.8                            H28.4
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在宅医療・介護連携推進事業



事業項目 H29年度事業計画 内 容

（ア）地域の医療・介護
資源の把握

○八代地域医療介護資源
調査検討委員会

・病院地域連携室案内更新
・有料老人ホーム案内調査作成、
配布

・ケアマネ案内作成
・医療資源調査

（イ）在宅医療・介護連
携の課題の抽出と
対応策の検討

■在宅医療・介護多職種連
携検討会設置に向けた検
討WG

・課題の共有や解決策に向け、関
係機関と連携した体制構築に向
けた検討会設置に向けた検討

（ウ）切れ目のない在宅
医療と介護の提供
の構築推進

■在宅医療推進に向けた意

見交換会

・訪問看護STを中心に構成し、
在宅医療に係る現状と課題をも
とに解決策を協議

○脳卒中連携会議
・脳卒中連携パスを活用し、関係
機関相互の医療情報共有に向け
た協議

（エ）医療・介護関係者
の情報共有の支援 ■情報共有検討会

・病院地域医療連携室を中心に構
成し、医療介護関係者の情報共
有に向けた検討

八代地域の取組み状況
在宅医療・介護連携推進事業８項目対応一覧①

○＝継続 ■＝H29新規



事業項目 H29年度事業計画 内 容

（オ）在宅医療・介護連携
に関する相談支援

■在宅医療介護連携支援セ
ンターにおける相談支援

（カ）医療・介護関係者
の研修

○八代地域医療・介護多職
種連携研修会

・基礎編（講話、同職種間での事
例検討によるグループワーク）
・実践編（多職種間での事例検討
によるグループワーク）
・フォローアップ編（多職種連携
による事例に基づく研修、ケアカ
フェ）

○マッシュアップ研修会
・関係職種が連携するうえで必要
な業務内容や連携方法について
事例を交えた研修会

○在宅医療推進に係る検討
会

・在宅医療推進に向けた医師を対
象とした検討会

○八代・氷川在宅医療従事
者研修会

・在宅医療に携わる医療系従事者
を対象とした研修会

○高齢者関連施設管理者セ
ミナー

・福祉施設事業の経営者、管理者
を対象としたセミナー

八代地域の取組み状況
在宅医療・介護連携推進事業８項目対応一覧②

○＝継続 ■＝H29新規



事業項目 H29年度事業計画 内 容

（キ）地域住民への普及
啓発

○地域包括ケア推進住民

講演会

・住民が興味・関心を持ちやすい
身近な話題をテーマにした講演
会の開催

○住民向け周知用チラシ
の作成・配布

・氷川町、八代市合同で広報誌
折込み

○出前講座

・老人会等の会合を利用した住民
向け出前講座の実施

・地域包括支援センターと連携し
た出前講座の開催（圏域ごと）

（ク）在宅医療・介護連
携に関する関係市
区町村の連携

■八代地域在宅医療・介護
連携支援センターの設置

・八代地域在宅医療・介護連携支
援センター運営協議会

◇ その他の取組み
■相談支援窓口（サポート
センター〈仮称〉）設置
に向けた検討

八代地域の取組み状況
在宅医療・介護連携推進事業８項目対応一覧③
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１．八代地域の概要について

２．八代地域の医療・介護連携への取組みの経緯
について

３．八代地域の在宅医療・介護連携推進事業取組
み状況について

４．結びに…４．結びに…



結びに…①

・市町村は、医療行政に明るくない。

これまでの流れは“医療＝県（保健所）”

介護行政には明るいが、医療行政は未知の分野

医師会と行政との連携

・医師会は地域包括ケアシステム構築の要

・医師会が“できること”“できないこと”

・行政が“できること”“できないこと”

→ お互いが補完できる関係が重要！



医師会からのアプローチにより、五者会議
を通して、研修会・先進地視察等を共同で
企画・実施する中で、“顔の見える関係”
が構築された。

結びに…②

〈医師会〉医療・介護者向け研修会、住民講演会等
の講師・座長

〈行 政〉医療・介護者向け研修会、住民講演会等
の企画・準備、住民への普及啓発

医師会と行政との役割分担



最初は「地域包括ケアシステム」という
言葉さえ知りませんでしたが、この業務
に取組んで、５年目を迎えました。

結びに…③

それでも、まだ、道半ば…
ゴールは、まだまだ、見えていません。
今後も、地域包括ケアシステム構築に
向け、「八代モデル」の在宅医療・介
護連携システム実現を目指し頑張って
いきます。


